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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、DNA二本鎖切断修復および相同組換えに重要なタンパク質であるサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）Rad52と相同性を示す。この遺伝子産物は一本鎖DNA末端に結合し、相補DNA鎖のアニーリングに必要なDNA-DNA相互作用を媒介することが示された。また、DNA組換えタンパク質RAD51と相互作用することも明らかにされており、RAD51関連のDNA組換えおよび修復における役割が示唆されている。この遺伝子の擬遺伝子は2番染色体上に存在する。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが他にも報告されているが、その全長は不明である。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	RAD52マウスmAbを用いたHepG2（1）、MCF-7（2）、MCF-7（3）、およびC6（4）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	RAD52マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	RAD52 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF7 細胞のフローサイトメトリー分析。

